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総人口 1,820万人

人道支援を必要とする人々 1,220万人
国内避難⺠として暮らす
人々

760万人
アクセスが困難な人々 480万人(うち42.2万

人が完全に包囲）
シリア国内で支援を必要と
しているパレスチナ難⺠
（UNRWA支援対象）

56万人
(うち避難者28万人）

国外に逃れたシリア難⺠ 400万人
（東京都の人口：約1,300万人）



影響とニーズ
• 激しい戦闘により、22万人以上が亡く
なり、100万人以上が負傷。

• 980万人が⾷糧不⾜、病院が43％しか機
能していない。1,160万人が水と衛生へ
のアクセスを、160万人がシェルターを
必要としている。200万人の子供たちが
学校に通えず。

• 経済規模が40％減。物価上昇275-360％
82.5%が貧困層（紛争前は30％）。



2015シリア国内対応計画 (SRP)

１．国際人道・人権法に沿った被災者の
保護と人道アクセスの促進

２．いのちをつなぐ為の⽀援：最も脆弱な⽴場
に置かれている人を優先

３．レジリエンス強化：⽣計⽀援や早期復興
４．調整の強化：特に共同計画作り、情報管理

コミュニケーション、モニタリング
５．シリア国内のパートナーやコミュニティを

サポート

＜総額29億ドル（約3,500億円）＞
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Whole of Syriaアプローチ



チャレンジ
• ⼀般市⺠の保護
• アクセスの確保
�戦闘ライン／国境ポイント
�煩雑な⾏政⼿続き
�戦闘当事者による妨害
�包囲戦術
• 人道支援要員の安全
• 資⾦⼿当て: SRPは約25％、日本は6番目
のドナー
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私たちに求められる⾏動

１．⼀般市⺠の保護を確かなものとする
２．戦闘当事者が国際法遵守と安保理決議を確かに履⾏し、
シリア全土で支援を必要としている全ての人々に差別なく
人道アクセスを認める

３．街の包囲を解く。
４．不法⾏為の責任を取らせる為あらゆる方策を検討し、国
際人道法に違反した者と被害者双方に対して国際社会はそ
のような⾏為を容赦しないという明確なメッセージを送る

５．人道支援のための資⾦協⼒を強化する
６．人道援助の非政治性を尊重し、政治的圧⼒から⾃由な活
動スペースをエイドワーカーに与える

ヴァレリー・エイモス スティーブン・オブライアン
‐国連安保理での要請 (5月28日）‐



OCHAの活動について日本語で詳しくはこちら
www.unocha.org/japan

www.facebook/OCHAKobe


